
ヌマガエル 
 
本種は、西日本の田んぼでよく見られる南方系のカエルです。 

成体になるとオスは 3.5 ㎝、メスは 4 ㎝ほどの大きさになりま

す。背中の体色は灰褐色で、中央に細い白い線があり（無いもの

もある）、小さなイボもあります。ツチガエルとよく似ていますが、

本種はお腹が白いのに対し、ツチガエルは暗色のまだら模様があ

ることで見分けられます。 

他のカエル類と同様に肉食性で、昆虫類やクモ類などを食べま

す。 

主に田んぼの周辺に生息します。 

繁殖期の 5 月から 8 月になると、田んぼなどの浅い止水に集ま

り、オスは「キャウキャウキャウ…」と鳴きます。卵は何回にも

分け、水草などに数十個ほど産み付けます。6月下旬以降になると、

オタマジャクシは変態をします。 

 

富士市での現状 

浮島ヶ原の広い範囲や潤井川の西側の河川や田んぼ周辺で、多く確認されました。 

昭和 60 年頃は富士市では見られませんでしたが、その後分布を拡げたようです。 

 
ヌマガエルを確認したメッシュ 


